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2023/2期（FY22）連結PL実績 

水道光熱費等コスト急増に対し、増収・荒利率向上・コスト抑制により営業利益は計画をクリア 

 営業総利益の増加は、単体の売上増（既存店+3.5%）と売上総利益率の改善（+0.1pt） 

 販管費の増加は、電気料金の高騰などによる水道光熱費、単体の創業費、広告宣伝費などが増加要因 

 環境激変によるコスト急増へは、事前に計画に織り込んでいるため大きなギャップは生じていない 

 これらの結果、連結営業利益は計画をクリアして着地（計画比 103.2%） 
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営業利益の変動（百万円） ※ 会計基準変更による影響はないが、要因は旧基準ベースにて説明 

前期 

34,717 

（実質） 

38,180 当期 

33,644 

（参考） 

計画 

32,600 

広告宣伝費 

△1,906 その他販管費 

△2,516 

営業総利益 

+7,886 

積極投資 

による経費増 

△1,655 
水道光熱費 

△2,481 決算賞与 

△400 

前期 （実質） 当期 （参考） 

計画 

計画比 
103.2% 

「攻め」へのシフト 
• ウィズコロナ体制への移行するため販

管費増（広告宣伝費等） 

• ウィズコロナ下の消費行動変化をキャッ
チアップし増収を果たした 

• 人件費の増加の一方、生産性を改善 

前期比 
110.0% 

固有要因 
• 積極投資により既存店活性化を強力に

推進（創業費を含む） 
• 水道光熱費の高騰には、電力使用料

を8～10％程度抑制 
• 従業員へ業績連動の決算賞与を支給 

（創業費増加の影響 △7億円を含む） 
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2023/2期 （FY22）連結PL実績（セグメント情報） 

【旧基準】 連結 営業収益 

単位 百万円 2023/2期 前期 

実績 構成比 前期比 実績 構成比 

小売事業 679,188 96.9% 103.4％ 656,914 97.1% 

小売周辺事業 100,732 14.4% 104.5% 96,419 14.2% 

その他・調整額 △79,097 △11.3% - △76,532 △11.3% 

連結合計 700,824 100.0% 103.5% 676,800 100.0% 

小売事業 

 ㈱イズミ（単体） 655,862 93.6% 103.6% 632,836 93.5% 

 ㈱ゆめマート熊本 28,594 4.1% 101.8% 28,083 4.1% 

 ㈱ゆめマート北九州  27,806 4.0% 100.2% 27,746 4.1% 

 ㈱ユアーズ     23,113 3.3% 98.9% 23,364 3.5% 

小売周辺事業 

 ㈱ゆめカード 9,892 1.4% 107.7% 9,181 1.4% 

 ㈱イズミテクノ 16,366 2.3% 110.1% 14,863 2.2% 

 ｲｽﾞﾐ･ﾌｰﾄﾞ･ｻｰﾋﾞｽ㈱ 5,962 0.9% 113.0% 5,277 0.8% 

連結 営業利益 

2023/2期 前期 

実績 構成比 前期比 実績 構成比 

28,609 85.0% 96.7% 29,589 85.2% 

4,664 13.9% 107.9% 4,321 12.4% 

371 1.1% - 805 2.3% 

33,644 100.0% 96.9% 34,717 100.0% 

27,577 81.9% 98.3% 28,065 80.8% 

957 2.8% 109.7% 872 2.5% 

698 2.1% 82.1% 850 2.4% 

275 0.8% 67.2% 409 1.2% 

2,016 6.0% 93.5% 2,157 6.2% 

1,884 5.6% 107.0% 1,760 5.1% 

160 0.5% 216.1％ 74 0.2% 

 小売事業の増収減益はイズミ単体要因（次ページ以降）新店1店舗が堅調に推移（10月、ゆめモール西条）  

 また、SM各社は感染縮小等で来店動向が一巡の一方、ユアーズで新店1店舗（4月、アバンセゆめタウン廿日市） 

 小売周辺事業は、コロナ禍の影響縮小で大型SC「ゆめタウン」への来店回復等で業容回復 

 なお、ゆめカードでは発行するカードの機能・デザイン刷新によるイニシャルコスト負担が約３億円と実質増益 

小売事業は増収減益だがコスト急増を吸収、小売周辺事業はコロナ禍から回復し増収増益 
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（各社の営業利益は、のれん償却前の数値です。） 
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2023/2期（FY22）単体PL実績（部門別売上高） 

【旧基準】 単体 

単位 百万円 2023/2期 前期 

実績 構成比 前期比 実績 構成比 

 ライフスタイル 92,996 14.9％ 106.1％ 87,609 14.6％ 

 食料品 231,341 37.0% 101.5% 227,820 37.9% 

直営計 324,338 51.9% 102.8% 315,430 52.4% 

 テナント 229,968 36.8% 106.6% 215,647 35.8% 

イズミ計 554,307 88.8% 104.4% 531,078 88.2% 

 エクセル部 11,236 1.8% 103.6% 10,845 1.8% 

 商品供給等 58,918 9.4% 98.3% 59,958 10.0% 

単体計 624,462 100.0% 103.8% 601,881 100.0% 

 既存店売上高前年比  

2023/2期 

実績 

 ライフスタイル 103.9％ 

 食料品 100.7% 

直営計 101.6% 

 テナント 106.3% 

イズミ計 103.5% 

 直営計の内訳  

実績 

客数 99.8% 

客単価 101.8% 

 １品単価 103.9% 

 買上点数 98.0% 

 ライフスタイル 行動制限なく帰省・レジャー需要強まり、FC 「3コインズ」「プラグスマーケット」の拡大寄与 

 食料品 素材系が伸び悩んだ一方、惣菜の簡便・即食商品は堅調、自社ブランド 「zehi」 を拡大 

 テナント アパレル・飲食専門店テナントへの集客回復を中心として好調に推移 

 商品供給等 SM子会社への商品供給が減少 

コロナ禍の自粛から緩和へ オケージョン需要にも回復の兆しをキャッチアップ 

9 
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2023/2期（FY22）単体PL実績（販管費実績） 
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販管費率は0.3pt 上昇 

 人件費 新店分が増加、売場運営に応じた適正なMHコントロールに努めた 

 水道光熱費 電気料金の急騰へは使用量の削減とともに、その他の諸経費の削減に努めた 

 広告宣伝費 引き続き、ポイント施策・チラシ・TVCM等を見直し、販促最適化に取り組んだ 

 その他  既存店活性化等で店舗管理費が約12億円増、創業経費は約７億円増加 

【旧基準】 単体 

単位 百万円 2023/2期 前期 

実績 売上比 前期比 実績 売上比 

売上高 624,462 100.0% 103.8% 601,881 100.0% 

売上総利益 121,385 19.4% 104.3% 116,432 19.3% 

営業収入 31,400 5.0% 101.4% 30,954 5.1% 

販管費 125,208 20.1% 104.9% 119,321 19.8% 

 人件費 47,991 7.7% 101.8% 47,142 7.8% 

 減価償却費 12,628 2.0% 97.8% 12,910 2.1% 

 賃借料 9,637 1.5% 99.5% 9,684 1.6% 

 店舗管理費 11,913 1.9% 111.9% 10,649 1.8% 

 水道光熱費 8,398 1.3% 135.0% 6,221 1.0% 

 広告宣伝費 9,122 1.5% 111.6% 8,173 1.4% 

 その他 25,517 4.1% 104.0% 24,539 4.1% 

生産性指標（新基準） 

金額単位 千円 2023/2期 前期 

実績 実績 

１人当たり売上 25,060 26,236 

１人当たり荒利 8,410 7,903 

１人当たり人件費 3,868 3,791 

人件費/売上比率 15.4% 14.4% 

人件費/荒利益比率 46.0% 48.0% 

  

 
 

（前期11億円、当期18億円） 



    

Copyright (c) IZUMI CO., LTD. All rights reserved. 

2023/2期 （FY22）連結BS・単体BS 

連結 

単位 百万円 2023/2期末 

実績 構成比 増減額 

総資産 478,541 100.0% +9,743 

 現預金 10,331 2.2% △1,289 

 受取手形売掛金及び契約資産 47,493 9.9% +4,698 

 有形固定資産 328,209 68.6% △1,157 

 その他 92,507 19.3% +7,492 

負債 200,437 41.9% △5,927 

 支払手形買掛金 26,076 5.4% △3,620 

 有利子負債 76,552 16.0% △22,813 

 その他 97,808 20.4% +20,507 

純資産 278,104 58.1% ＋15,670 

 利益剰余金 221,682 46.3% +15,561 

 自己株式 △720 △0.2% +80 

 その他 57,142 11.9% +29 

単体 

2023/2期末 

実績 構成比 増減額 

412,386 100.0% +5,154 

8,609 2.1% △479 

8,867 2.1% △3,813 

271,717 65.9% 170 

123,192 29.9% +9,277 

198,412 48.1% △7,298 

18,838 4.6% △4,330 

100,137 24.3% △18,453 

79,437 19.3% +15,484 

213,973 51.9% +12,453 

171,901 41.7% +12,142 

△720 △0.2% +80 

42,792 10.4% +230 

自己資本 265,035 55.4% +16,346 

 総資産  売掛金はクレジット取扱高が増加、有形固定資産は設備・DX投資、償却後で減少 

 負債    有利子負債減少の一方、負債その他で新基準適用等により増加 

 純資産  内部留保の上積み等により増加 

新設店舗の先行投資、既存店舗の活性化、DX投資等の実施額 17,615百万円 
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2023/2期（FY22）連結CF 

営業CF は 堅調な業績を背景に 38,313百万円 

単位 百万円 2023/2期 前期 

営業CF 38,313 18,577 

 税金等調整前純利益 34,265 34,280 

 非資金性損益（減価償却費等） 17,261 17,348 

 営業活動に係る債権債務増減 △1,915 △20,515 

 法人税及び利息受払 △11,387 △13,077 

 その他 90 542 

投資CF △10,045 △14,246 

 設備投資関連 △12,148 △16,336 

 その他 2,103 2,089 

財務CF △29,557 △18,016 

 有利子負債関連 △22,814 △10,960 

 その他 △6,743 △7,056 

現預金増減等 △1,289 △13,685 
13 

 営業CF 堅調な業績を背景に 38,313百万円 

 投資CF 新設店舗、既存店舗の活性化、DX投資等で△10,045百万円 

 財務CF 有利子負債の返済等で△29,557百万円 
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2024/2期（FY23）業績計画 

連結 単体 

単位 百万円 2024/2 期 2024/2 期 

通期 上期 通期 上期 

計画 前期比 計画 前期比 計画 前期比 計画 前期比 

営業収益 
476,600 103.6% 230,300 102.8％ 377,300 103.9％ 181,300 102.9％ 

(730,000) (104.2%) (353,600) (104.1%) (683,900) (104.3%) (330,700) (104.1%) 

営業利益 31,000 92.1% 14,200 90.5% 23,800 86.3% 10,900 84.8% 

経常利益 31,000 90.1% 14,200 89.3% 23,800 84.4% 10,900 83.4% 

当期純利益※ 19,100 82.4% 8,900 83.7% 14,900 75.4% 7,000 74.7% 

 ウィズコロナ下での消費行動変化に即対応する営業施策を強化するとともに積極投資に
よるコスト先行負担 

 電気代をはじめ水道光熱費等の諸経費が、引き続き上昇する影響を織り込む 

 新規出店は、単体で2店舗、SM子会社ユアーズで１店舗の計3店舗を予定 

収益認識基準適用前の営業収益は+4.2%の成長 

※ 連結の当期純利益は、親会社株主に帰属する当期純利益です。 
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ご参考 
前期より「収益認識に関する会計基準」
等を適用後の金額となっています。なお、
営業収益は当該会計基準等を適用前
の金額を ( ) 内に参考として記載してい
ます。 

１株利益 267.15円 

１株配当 88.00円 

特別損益 △21億円 ※単体 △19億 

設備投資 
（工事ベース） 

280億円 ※単体 250億円 

「収益認識に関する会計基準」の影響項目について 
• テナント売上   ：売上総利益から営業収入へ計上 * 
• 消化仕入      ：売上総利益から営業収入へ計上 * 
• センターフィー    ：営業収入から売上総利益へ計上 
• 電気代等収入 ：販管費（戻り）から営業収入へ計上 
• その他 
 

* 代理人取引として総額から純額計上とした項目 
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2024/2期（FY23）業績計画 
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23年度計画は第2次中期経営計画の戦略見直しを踏まえた「攻めの計画」 

 ウィズコロナ下での消費行動変化に即対応する営業施策を強化し実質増収増益を視野 

 中期経営計画の見直しに基づく既存店への活性化投資等を増強（将来を見据えた先行投資） 

 水道光熱費は、一巡感はあるものの引き続き上昇傾向（計画に織り込み済み） 

 

営業利益の変動（億円） 

前期 

336億円 

（実質） 

350億円 計画 

310億円 

広告宣伝費 

△7億円 
その他販管費 

△54億円 

営業総利益 

+74億円 
積極投資 

による経費増 

△27億円 

水道光熱費 

△13億円 

前期 （実質） 計画 

（創業費増加の影響 △9億円を含む） 
前期比 

104.0% 

（新店のランニングコスト増加を含む） 
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2024/2期（FY23）業績計画 

2024年2月期（FY23） 

新設店舗 
ゆめテラス祇園（2023年夏、広島市、店舗面積8,100㎡） 
ゆめタウン飯塚（2023年夏、福岡県飯塚市、店舗面積30,500㎡） 

主な増床・活性化 GMS ６店舗、 SM ２店舗  ※増床なし 

固有要因 創業費 27億円、前年差+9億円（ 前期実績18億円 ） 

通期 上期 下期 

売上高（単体計） 
3,235億円 1,554億円 1,681億円 

(6,514億円) (3,143億円) (3,371億円) 

既存店売上高前年比 (103.2%) (103.7%) (102.8%) 

直営計 (103.2%) (103.5%) (102.9%) 

売上総利益率 
（売上比） 

33.6% 33.7% 33.6% 

人件費 501億円（前期比 104.4％） 

減価償却費 140億円（前期比 110.9％） 

既存店売上前年比 

 2023年3月実績 

実績 

 ライフスタイル 106.4% 

 食品 102.6% 

直営計 103.8% 

 テナント 107.5% 

イズミ計 105.4% 

直営計の内訳 

2023年3月実績 

実績 

客数 101.7% 

客単価 102.1% 

 １品単価 107.2% 

 買上点数 95.2% 

イズミ単体の前提 

16 

※月次売上は「収益認識に関する会計
基準」等を適用前の数値にて記載して
います。 

注 当期より、エクセル部をライフスタイルへ含めて表示しています。 

ご参考 
前期より「収益認識に関する会計基準」等を適用後の金額となっています。なお、営業収益は当該会
計基準等を適用前の金額を ( ) 内に参考として記載しています。 
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持続可能な「地域社会」の実現を目指しつつ、消費者ニーズとのギャップ解消と

ともに、快適な時を過ごすための施設機能向上への活性化を加速 

GMS改革 今後の方向性  

将来への
投資 

ライフスタ
イル改革 

店舗年齢
の若返り

投資 

地域・行政との関係構築 
地域コミュニティ機能 

自然環境保全への対応 

アパレルブランド立ち上げ 
FC業務の拡大 

ショップ化の推進 

「食」の充実 
有力テナントの誘致 

空き区画の解消 
施設の機能維持 

地域の課題解消、 
人が集い交流できる「居場

所」の提供 

直営軸でのSC魅力向上 
専門店ナレッジの獲得 

SC全体の魅力度向上 
施設機能の維持・向上 

持続可能な
「地域社会」

の実現 

消費者 
ニーズへの 

対応 

快適な時を
過ごせる 
施設機能 
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本資料に関するお問合せ先 

株式会社イズミ 経営企画部  

経営企画課 向井、綿味、下川 

 電話  082-264-5994 

 FAX  082-261-5895 

 Email  mukai.takashi@yume.izumi.co.jp 

 

経営理念 

「社員が誇りと喜びを感じ、 

地域とお客さまの生活に貢献し続ける」 
 本資料には、当社及び関係会社の将来についての計画や戦略、業績に関する予測及び見通し

の記述が含まれています。また、経済動向や個人消費、市場概要、税制や諸制度などに関わるリ
スクや不確実性を含んでいます。実際の業績は当社の見込みとは異なる可能性があることをご承
知おきください。 
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冷蔵・冷凍ケースでの節電 

2021年から再生可能エネルギー活用拡大に向け、店舗へのPPA「Power 

Purchase Agreement（電力販売契約）」モデルの導入を19店舗で開

始。大型店から小型店まで、屋根や屋上に太陽光発電パネルを設置。今

後も検証・設置を推進します。 

47 

1 店舗屋上での太陽光発電  

補足資料 ESG（環境） 

従来型の重油式空調設備を設置している既存店では、リニューアルなどの

際に電気式空調設備への更新を進めています。導入により、CO₂排出量

を約半分に削減。地球温暖化防止に努めます。 

再生可能エネルギーの活用店舗を拡大 空調設備更新によるCO2排出量の削減 

▲導入を進めている電気式空調設備 

食品の品質や鮮度を守るため、冷蔵・冷

凍ショーケースは売場に欠かせない設備で

す。全店で「インバーターシステム」を導入。 

一元管理を行い、自動で24時間最適な 

庫内温度を保ちながら、消費エネルギーを 

削減しています。 

2022年4月1日、イズミグループ全店で「ライト

オフプロジェクト」を開始。店舗塔屋（屋上看

板）の照明は20時以降消灯、空調の設定温

度を1℃上げるなどの取り組みを実施。 

従業員による省エネ活動も同時に強化し、消

費エネルギー削減を進めています。 

塔屋の照明消灯などを開始 

▲縦型の冷凍ショーケース ▶店頭の告知ポスター 

２ 電気式の空調設備を導入 

３ 店舗でのCO₂排出量削減活動 

▲受雷型の重油式空調設備 ▲太陽光発電パネルが設置された「ゆめマート日田」 
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2023年2月、広島大学が、東広島市、民間企業10社と共に立ち上げた取

り組み。持続可能な未来社会像実現のために、産学民が一体となって、ス

マートキャンパスまたはスマートシティの形成に資する活動を行い、その成果を

周辺地域に社会実装することでイノベーションを創出することを目的としていま

す。より便利に、よりスマートなお買い物を提案し、また各店舗を地域活性化

の拠点としてご活用いただけるように取り組み、地域とお客さまの生活に貢献し

てまいります。 
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補足資料 ESG（環境・社会） 

約25年続けているお買物袋持参運動

が実を結び、2021年度の持参率は

84.4％に上昇。また、2021年11月か

ら、全店で植物由来のポリエチレン「バイ

オマスプラスチック」を25％配合したレジ

袋の使用を開始。石油資源の節約と

CO₂排出量の削減に繋げています。 

「もぐもぐチャレンジ」導入、40店舗に拡大（2022年3月現在） 
2021年4月から導入。賞味・

消費期限が近い商品に貼られ

たシールを10枚集めると、景品

が当たる仕組みです。店頭の

ボードにシールを貼ると、1枚に

つき1円を店舗からこども食堂へ

寄付。食品ロス削減と社会貢

献が同時にできる取り組みで

す。 

お客さまと共に環境負荷を低減 

食品の品質管理徹底のための体制を構築 

従業員は毎日決まった時間に鮮度や産

地、日付チェックなどを欠かさず実施。全店

に食品品質チェッカーを配属し、定期的な

勉強会で意識を高め、鮮度管理に当たって

います。安全・安心な商品を提供するため、

自社に検査室を開設。科学的に検証し、

品質の管理維持に努めています。 

「広島大学スマートシティ共創コンソーシアム」に参画 

▲衛生的な食材の扱いを研修 

４ 食品ロスの低減活動 ５ 店頭でのプラスチック削減活動 

１ 地域との連携での取り組み ２ 安心・安全な商品を通じた社会貢献  

▲店頭に設置している「もぐもぐチャレンジ」コーナー 
▶バイオマスプラスチックのマーク 



    

Copyright (c) IZUMI CO., LTD. All rights reserved. 

「ゆめタウン光の森」と「ゆめタウ

ン廿日市」の2店舗に設置。

2021年4月に開園した「ゆめタ

ウン廿日市」の「ゆめジャングル

ほいくえん」は、毎週水曜以外

は土・日・祝日も開園。生後2

カ月から小学校入学前のお子

さんを預かっています。 

３ 女性の活躍推進 

▲イズミ大学 育成イメージ 
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「ゆめCanプロジェクト」で管理職の活躍を後押し 

2014年に「ゆめCanプロジェクト」（女性活躍推進プロジェクト）を立ち上

げ、「女性管理職比率20％以上」の目標実現に取り組んでいます。年々、

店長や次長になる女性が増加し、2021年には「女性管理職ミーティング」

を初開催。 

補足資料 ESG（社会・ガバナンス） 

子育てと仕事の両立を支援する企業主導型の保育施設 

2021年7月、将来の経営を担う人

材を社内から育成する「イズミ大学」

を開設。イズミグループの第3創業期

として、将来の経営人材を2年間のプ

ログラムで計画的に育成する仕組み

です。課長・店長、部長・支配人、執

行役員の各段階から選抜します。 

経営人材育成プログラム「イズミ大学」を開校 TCFD提言への対応 

当グループは気候変動を含む環境問題への対応を重要な経営課題と認識

しており、事業への影響を想定し、リスクマネジメント強化に取り組んでいま

す。2022年６月、気候変動に起因する金融市場の不安定化リスクの低

減を目的としたTCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）の提言に

賛同。「ガバナンス、戦略、リスク管理、指標と目標」の情報開示フレーム

ワークに基づき情報開示に努  

１ ガバナンス強化への取り組み ２ 将来への経営幹部育成 

▲広々とした「ゆめジャングルほいくえん」 




